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富原小学校「お飾りづくり教室」（勝山）富原地区高齢者福祉のむらづくり事業推進委員会地域交流部、学校ボランティアの皆さんと一緒に！

地域に寄り添った
取り組みをすすめます！

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、穏
や
か
で
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、本
会
の
地
域
福
祉
事
業
・
介
護
事
業
の
推
進
に
対
し
、温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
・
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、真
心
の
こ
も
っ
た
ご
厚
志
を
い
た
だ

き
、重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
年
度
、真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
合
併
か
ら
21
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向
き

合
い
、よ
り
一
層
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
に
際
し
、本
会
で
は「
社
会
福
祉
協
議
会 

基
本

要
項
２
０
２
５
」（
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）が
示
す
、地
域
に
生
き
る
一
人
ひ
と
り

の
声
に
丁
寧
に
耳
を
傾
け
、そ
の
思
い
を
大
切
に
し
た
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
考

え
方
を
基
本
と
し
て
、地
域
に
寄
り
添
う
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、行
政
や
関
係
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
支
え
合
い
を
育
む〝
参
加
型
の
福
祉
づ
く
り
〞を
推
進
す
る
こ
と
が
、

私
た
ち
の
大
き
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
や
、い
わ
ゆ
る「
８
０
５
０
問
題
」を
抱
え
る

世
帯
な
ど
、地
域
で
孤
立
し
が
ち
な
方
々
に
目
を
向
け
、つ
な
が
り
を
築
く
こ
と

は
、地
域
全
体
の
支
え
合
い
を
進
め
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
で
す
。今

後
も
、相
談
支
援
・
訪
問
活
動
・
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
を
通
じ
て
、「
一
人
も

取
り
残
さ
な
い
」地
域
づ
く
り
を
皆
様
と
共
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、健
康
で
心
豊
か
な
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会

新
年
ご
挨
拶

～
支
え
合
い
を
育
む
つ
な
が
り
の
充
実
を
目
指
し
て
～

会 

長
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（
敬
称
略
順
不
同
）

社
会
福
祉
大
会
表
彰
者

（
北
房
）畝
森　

基
樹

　
　
　

吉
田　

昇

（
落
合
）竹
原　

昭
二

（
久
世
）福
山　

祐
治

　
　
　

長
田　

正
之

　
　
　

炭
山　

和
男

　
　
　

藤
田　

玲
子

（
勝
山
）神
庭　

伊
三
夫

　
　
　

家
元　

重
之

（
美
甘
）河
井　

明
美

（
中
和
）中
谷　

美
和

　
　
　

赤
木　

康
美

（
八
束
）丸
山　

恭
子

（
川
上
）德
山　

周
一

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

花
岡
荘
）

　

佐
藤　

公
子

（
社
会
福
祉
法
人　

秋
桜
会
）

　

天
野　

伸
也

（
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ス
モ
ス
）

　

清
水　

真
由
美

（
コ
ス
モ
ス
の
園
）

　

大
月　

浩
美

　

西
村　

幸
子

　

清
水　

貴
美
子

（
コ
ス
モ
ス
ワ
ー
ク
）

　

小
椋　

賢
治

（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
高
瀬
）

　

岩
野　

薫

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
高
瀬
）

　

長
良　

兼
子

（
デ
イ
ホ
ー
ム
桃
の
里
）

　

山
本　

裕
子

　

11
月
15
日（
土
）、勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
第

21
回
真
庭
市
社
会
福
祉
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は「
す
べ
て
の
市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
」を
目
指
し
て
毎
年
行

わ
れ
、福
祉
活
動
関
係
者
や
地
域
住
民
な
ど
約
５

0
0
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
式
典
は
、多
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉

活
動
に
功
労
さ
れ
た
個
人
32
名
と
２
団
体
が
真

庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
、ま
た
、老
人
ク

ラ
ブ
の
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
８
名
と
1
団

体
が
真
庭
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
記
念
講
演
で
は
、新
見
市
立
新
見
第

一
中
学
校
教
諭　

槙
原
淳
幹
先
生
を
お
迎
え
し
、

『「
生
き
る
っ
て
お
も
し
ろ
い
！
」〜
あ
な
た
は
両

足
が
な
い
バ
ッ
タ
ー
に
ど
ん
な
ボ
ー
ル
を
投
げ

ま
す
か
？
〜
』と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、協
賛
団
体
の
販
売
や
赤
い
羽
根
共
同

募
金
コ
ー
ナ
ー
、子
ど
も
服
の
譲
渡
が
で
き
る

「
く
る
り
ん
ぱ
B
O
X
」の
設
置
、健
康
に
つ
い
て

の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
障
害
が
あ
っ
て
も
関
係
な

い
、や
り
た
い
事
を
や
り
な
さ
い
と
言
う
こ
と
ば

が
響
き
ま
し
た
」「
い
ろ
ん
な
生
き
方
が
あ
っ
て

良
い
。〝
人
と
比
較
し
な
い
〞
と
い
う
言
葉
に
勇
気

を
も
ら
っ
た
」等
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

槙原先生のキャッチボール実演！ きょうちゃんが来場者をお迎え 真庭市社協会長表彰

第
21
回

真
庭
市
社
会
福
祉
大
会
開
催

地域の方が描いてくれた
「野球きょうちゃん」

ま
き
は
ら 

じ
ゅ
ん
き

真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労

社
会
福
祉
施
設
関
係
功
労

優
良
社
会
福
祉
推
進
個
人
・
団
体
表
彰

個
人
表
彰

団
体
表
彰

地
域
福
祉
推
進
委
員

（
湯
原
）本
田　

圭
子

福
祉
委
員

（
八
束
）入
澤　

博
一

　
　
　

小
谷　

ま
ゆ
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
勝
山
）富
原
福
祉
の
む
ら
づ
く
り

　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン

（
全
域
）ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ご
み
の
会

特
別
功
労
感
謝
状

（
前
真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
）

　
　
　

故　

松
浦　

躬
行

（
北
房
）植
田　

滿
夫

　
　
　

宮
田　

克
己

（
落
合
）山
縣　

勝
子

（
久
世
）三
村　

亀
一

（
勝
山
）戸
田　

義
忠

　
　
　

家
元　

栄

（
湯
原
）各
務　

和
裕

　
　
　

美
甘　

匡
子

（
久
世
）三
和
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

真
庭
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

おめでとう
ございます

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
神
庭
荘
）

　

田
渕　

一
二
三

（
デ
イ
ホ
ー
ム
神
庭
荘
）

　

小
野
田　

純
子

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
神
庭
荘
Ⅱ
）

　

中
尾　

典
子

（
社
会
福
祉
法
人
恵
神
会　

本
部
）

　

兼
光　

か
お
り

（
社
会
福
祉
法
人　

翠
明
会
）

　

瀬
藤　

環
美
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【
敬
称
略
・
受
付
順
】

※
真
庭
市
社
協
へ
の
個
人
か
ら
の
寄
付
は
税
額
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
善
意
が
福
祉
活
動
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す

　

12
月
３
日
㈬
、生
活
協
同
組
合

お
か
や
ま
コ
ー
プ
様
よ
り
、食
品

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
活
協
同
組
合
お
か
や
ま
コ
ー

プ
様
は
、安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
、経
済
的
に
困
ら
れ
て
い
る

方
の
支
援
と
し
て
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
と
協
働
し
て
、フ
ー
ド

バ
ン
ク
へ
の
物
資
提
供
や
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
活
動
、子
ど
も
食
堂
の

活
動
支
援
な
ど
を
進
め
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
食
品
は
、真
庭
市

社
協
が
お
こ
な
う
生
活
に
困
り
ご

と
を
抱
え
た
世
帯
へ
の
相
談
支
援

事
業
、市
内
の
子
ど
も
食
堂
等
で

活
用
し
ま
す
。

「地域福祉活動研修会」開催！

生
活
協
同
組
合

お
か
や
ま
コ
ー
プ
様
よ
り

食
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
！

令和8年1月28日（水）13：30～15：00

　地域で取り組んでいる福祉活動を紹介し、福祉活動の充実・活
性化を目指して、毎年研修会を開催しています。今年は、「地域で
取り組む移動支援」をテーマに実践発表をいただきます。
日　時

勝山文化センター２階 第１会議室（真庭市勝山319）場　所

どなたでも参加できます（参加費無料）対　象
１００名定　員
社協本所・各支所窓口へ電話または直接お申込みください申込先
令和8年1月23日（金）締　切
社協本所 地域福祉課
電話(0867)42-1005　FAX(0867)42-2263

問合せ

①実践報告
　「中和地域におけるデマンド交通の取り組みについて
　～地域の助けあいによる移動支援～」
　中和コミュニティ交通協議会
　運行管理者　三船 光夫 様
②地区社協と真庭市社協が共に取り組む
　「誰もが安心して暮らせる地域づくり」について

内　容

真庭市内の“支え合いの活動”をご紹介

左から3名が生活協同組合おかやまコープ様

【
本
　
所
】

近
藤
　
義
隆（
　
惣
　
　
香
典
返
し
）

近
藤
　
義
隆（
　
惣
　
　
忌
明
け
）

谷
口
　
幸
子（
古
　
見
　
香
典
返
し
）

大
﨑
　
康
資（
多
　
田
　
香
典
返
し
）

鳥
山
　
和
男（
鍋
　
屋
　
香
典
返
し
）

長
尾
　
明
英（
鍋
　
屋
　
香
典
返
し
）

浅
雄
　
信
利（
多
　
田
　
香
典
返
し
）

貫
見
　
力
・
貫
見
　
里
美

　
　
　
　
　（
西
宮
市
　
香
典
返
し
）

貫
見
　
力
・
貫
見
　
里
美

　
　
　
　
　（
西
宮
市
　
忌
明
け
）

猪
頭
　
正
憲（
三
　
崎
　
香
典
返
し
）

【
北
房
支
所
】

清
水
　
町
子（
上
水
田
　
見
舞
返
し
）

梅
原
　
和
弘（
山
　
田
　
忌
明
け
）

大
恵
　
祥
純（
山
　
田
　
香
典
返
し
）

大
恵
　
祥
純（
山
　
田
　
忌
明
け
）

【
落
合
支
所
】　

住
田
　
靖
子（
　
中
　
　
香
典
返
し
）

谷
本
　
正
孝（
鹿
　
田
　
香
典
返
し
）

河
本
　
啓
治（
落
合
垂
水
　
香
典
返
し
）

松
下
　
　
功（
　
吉
　
　
香
典
返
し
）

宮
本
　
達
也（
下
　
方
　
香
典
返
し
）

中
上
　
　
隆（
下
　
方
　
香
典
返
し
）

今
石
　
寛
二（
旦
　
土
　
香
典
返
し
）

小
倉
　
　
悟（
旦
　
土
　
香
典
返
し
）

小
倉
　
　
悟（
旦
　
土
　
忌
明
け
）

本
山
　
温
子（
上
河
内
　
香
典
返
し
）

【
勝
山
支
所
】

赤
岩
　
芳
郎（
神
　
代
　
香
典
返
し
）

濵
本
　
慎
吾（
柴
　
原
　
香
典
返
し
）

三
船
　
春
樹（
　
組
　
　
忌
明
け
）

広
瀬
　
　
昇（
山
久
世
　
香
典
返
し
）

横
塚
愛
知
朗（
本
　
郷
　
香
典
返
し
）

髙
谷
み
や
子（
三
　
田
　
香
典
返
し
）

髙
谷
み
や
子（
三
　
田
　
忌
明
け
）

【
美
甘
支
所
】

西
尾
　
賢
光（
美
　
甘
　
香
典
返
し
）

【
湯
原
支
所
】

森
本
　
王
子（
本
　
庄
　
香
典
返
し
）

森
本
　
王
子（
本
　
庄
　
忌
明
け
）

【
川
上
支
所
】

大
江
　
照
子（
蒜
山
下
徳
山

　
香
典
返
し
）

　
善
意
銀
行
へ
の
ご
寄
付
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ご
寄
付
は
社
会

福
祉
協
議
会
の
各
種
社
会
福
祉
事
業

へ
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合
　
計

三
十
九
万
五
千
円

寄
付
金 

十
一 

月 
三
十
一
日
〆

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

ありがとうございます！

心配ごと相談所（1月の予定）
北房（真庭市役所北房振興局）
落合（落合老人福祉センター）
久世（真庭市役所本庁舎）
勝山（勝山保健福祉センター）
湯原（湯原保健福祉センター）
八束（八束老人福祉センター）

22日（木）
8日（木）
28日（水）
9日（金）
15日（木）
9日（金）

※相談無料、予約不要です。

9時～12時

電話（0867）42－1005　FAX（0867）42－2263
※秘密は固く守られます。どちらの相談所でも相談可能です。

参加者募集中！
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開
催
を
希
望
さ
れ
る
地
区
の
方

と
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
緒

に
な
っ
て
、実
際
の
サ
ロ
ン
の
開
催

方
法
や
活
動
に
つ
い
て
体
験
し
て

も
ら
い
、サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。

　

12
月
13
日
㈯
、土
居
公
民
館
で
出

前
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日

は
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
17
名
の

参
加
が
あ
り
、み
ん
な
で
運
動
や
茶

話
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

以
前
は
サ
ロ
ン
を
し
て
い
ま
し
た

が
、や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。婦
人
会
総

会
で「
集
ま
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」と
声
か

け
を
し
た
ら
、『
集
ま
り
た
い
！
』と
反

応
が
あ
っ
た
の
で
、出
前
サ
ロ
ン
を
開

催
し
て
み
ま
し
た
。

出
前
サ
ロ
ン

出
前
サ
ロ
ン

①
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
つ

い
て
、活
動
の
内
容
紹
介
や
呼
び
か

け
方
法
、運
営
方
法
に
つ
い
て
伝
達
。

②
実
際
に
地
域
の
方
と一緒
に
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
、活
動
を
体
験
す
る
。

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

一緒に話すと話題が尽きません一緒に話すと話題が尽きません

絆が深まった出前サロン絆が深まった出前サロン

　『声のお便り』は、「真庭市社協だより」と「広報ま
にわ」の記事をCDに録音してお届けするものです。
　録音されている情報は、ボランティアの皆さん（落
合・久世・勝山・湯原・中和の5団体）が、読んでくだ
さっています。

　視覚に障がいがある方、加齢などにより文字が
読みにくい方が利用できます（11月現在で17名が
利用）。

どんな人が利用できるの？

　真庭市社協本所または各支所にお問合せくだ
さい。申し込み書類不要で、利用料も無料です。

どうしたら利用できるの？

　毎月10日頃、ご自宅にCDをお届けします。
どうやって届けてくれるの？

「声のお便り」

・ 

家
に
ば
か
り
居
る
の
で
、こ
の
よ

う
な
機
会
が
あ
れ
ば
話
も
で
き

て
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
す
。

・ 

最
近
で
は
、集
ま
る
機
会
が
減
っ

た
の
で
、地
域
の
方
の
顔
や
様
子

も
見
る
事
が
出
来
て
よ
か
っ
た
。

参
加
者
の
声

出
前
サ
ロ
ン
し
て
み
ま
し
た
！

「
出
前
サ
ロ
ン
」と
は
？

開
催
し
た
き
っ
か
け（
担
い
手
さ
ん
よ
り
）

出
前
サ
ロ
ン
の
内
容

収録中の様子

2026年がはじまりました。「午年」は挑戦するのに良い年らしいですね。あなたの今年
の挑戦を陰ながら応援させていただきます！一緒にがんばりましょう（井上）。

広報担当の
つぶやき

真庭市社協HP

湯原地域の
ボランティアのみなさん

音声で真庭市の情報をお届け！

私たちが
録音しています！

利用者さんの声

・ 毎月CDが届くのを楽しみにしています。
・ 季節の話題や写真の説明、童謡などがあり、
楽しく聞いています。 
・ 虫眼鏡で広報紙を少しずつ読んでいました。
負担になっていたので、とても助かっていま
す。

真庭市立中央図書館（無料貸出）、真庭市
社協の本所・各支所でお試し用CDの貸出
ができるよ。気軽にお尋ねください！

出前サロンにかかる費用は、

真庭市社協から助成されるよ！

土
居
自
治
会（
久
世
）

参加人数×５０円以内お茶会
参加人数×２００円以内会食会

サロン立ち上げに
つながるといいな

社協本所
電 話 (0867)42-1005
FAX (0867)42-2263

問合せ


